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（2017 年 3 月 31 日 日本語コミュニケーション学科 退職）
実践女子短期大学（現実践女子大学短期大学部）が 70 周年を迎えられたことに心からの祝意








国文科でも 1 年生の必修授業が 250 人位あったこともありました。他学科も同様に定員を大幅
に超える入学生を迎えていました。しかし女子の大学進学率は、2000 年には四大が 31.5％、短






学志向の傾向が顕著になり、本学も厳しい状況を経験して来ました。1996 年には全国で 598 校
あった短期大学は 2019 年には実に 326 校にまで激減しています。そうした厳しい状況が続く中
で、本学は学科名変更やカリキュラム改革を始めとする様々な改革を不断に続けることによって
何とか乗り越えて来ました。そして 2014 年渋谷移転に際し、日本語コミュニケーション学科・
英語コミュニケーション学科の文系 2 学科からなる短期大学部として、新しいスタートを切るこ
とになったのは記憶に新しいところだと思います。かつての 4 学科構成から食物栄養学科は四年
制大学化、生活福祉学科は廃止、日コミ、英コミも定員削減という大幅にサイズダウンした上で
の厳しいスタートでしたが、移転後は一転して順調な歩みを続けていることはまことに喜ばしく
慶賀に堪えません。10 年前、私が短大部長を務めていた頃の短大はたいへん厳しい状況におか
れ、東日本大震災なども重なり、とても 60 周年を祝うような状況にはありませんでした。今回
はコロナ禍の中、祝賀行事などは出来ないようですが、短期大学部として順調な発展を重ねてい
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る中で 70 周年を迎えられたことは本当に嬉しいことと思っています。とはいえ、今後、短大ば
かりでなく四大も含めて全国の大学はコロナ後を見据えた厳しい試練が待ち受けており、その模
索のただ中に置かれていることと拝察しております。実践の歩みが途切れることなくいっそう発
展して行くことを願って、教職員の皆さんに心からのエールを送りたいと思います。
